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͑  ←◙  

͍  ←◙ χᵵ  

ˢ͍ˣ ὂρ  

全国で頻発化・激甚化する自然災害に対応するため、令和２年９月に改正都市再生特別措置

法が施行され、市町村が策定する立地適正化計画の記載事項に「防災指針」が追加されました。 

近年では令和元年東日本台風（１９号）の影響で、本市で初めて「大雨特別警報」が発表さ

れ、水害による住宅への被害も発生しており、今後も洪水や土砂災害等の災害リスクが想定さ

れています。こうした状況の中で、立地適正化計画（本計画）に基づいて居住や都市機能の誘

導を図るために必要となる防災まちづくりの方針と取り組みを「防災指針」として定めます。 

 

ˢ͎ˣ ρβϥỸӽ 

本計画に定める居住誘導区域とします。 

 

ˢ͏ˣӡ ξΪ 

本市の防災に関する計画としては、各種災害の予防、応急対策、復旧・復興対策に関する事

項を示した高崎市国土強靭化地域計画、高崎市地域防災計画があります。 

この防災指針は、長期的な都市の将来像を示す都市計画マスタープランに即し、上記の防災

に関する計画と連携・整合のうえ、都市計画の視点から、総合的かつ計画的な防災まちづくり

を進めるための指針として位置づけます 

なお、防災指針に位置づけた取り組みは、本市のみならず、国及び群馬県の施設管理者とも

協力しながら推進していきます。 

 

─ ⌐ ∆╢  
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͎ ←ᵲзІϼ ẉόᴿ χ  

 

本市で発生するおそれのある災害には、洪水、土砂災害等があります。これらの災害につい

て、国、群馬県、市で作成している情報をもとに、居住誘導区域の災害リスクを分析し、課題

を抽出します。 

 

ꜞ☻◒─ ≢ ™╢  
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2.1   χзІϼˢ ᵬˣ 

国及び群馬県は、水防法に基づき、住民等の迅速かつ円滑な避難に資する水害リスク情報と

して、想定最大規模降雨を対象とした「洪水浸水想定区域」を指定しました。近年では、土地

利用や住まい方の工夫の検討をはじめとした、水害リスクを踏まえた防災まちづくりの機運の

高まりから、さまざまな降雨規模下（以下「多段階」という。）での洪水浸水想定図など、多段

階で重ねた水害リスクマップを作成する取り組みを進めています。 

本市の防災指針では、これらの水害リスクマップ等を活用して、居住誘導区域における多段

階の水害リスクの分析を行うことにより、リスクの発生頻度に応じた適切な対策を位置づけま

す。 

 

─ ≢ ╠⅛⌐⌂╢  

 
Ɫ ʿ ᵬχ ẉό ᵲзІϼЫАФχ 

ᾁ ʾ⌠ τḩβϥϹϱЖжϱрχ―Π  

ˢ⁯ ῖ ʺ ͑ ͍Ὦˣ 

 

  

̙‭֗ṛ χ  

ʾ Ω ṛ ʿ水防法に基づいて規定される想定し得る最大規模の降雨。 日本を降

雨特性が似ている 15 の地域に分け、いままで降った雨から想定することのできる、

最大規模の大雨。（１年の間に発生する確率 1/1 ,000 程度の降雨） 

ʾὓᵊṛ ʿ河川法に基づく河川整備基本方針において、施設整備により将来的に防ご

うとしている目標の降雨規模。河川によって、目標降雨の規模は異なる。（１年の間

に発生する確率 1/10 ～1/200 程度の降雨。 
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ˢ͍ˣ Ω ṛ χ‭֗ 

   Ỹӽˢ Ω ṛ ˣ 

想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーション

したものです。 

本市の居住誘導区域では、新町地域で最大 5.0ｍ、高崎地域、榛名地域、吉井地域で最大

3.0ｍの浸水が想定されています。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  

 

 

 

  



 

55 

   Ỹӽˢ Ὃ Ⱳḧˣ 

想定最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に、浸水深 50 ㎝以上の状態が継続する時

間を示すものです。 

本市の居住誘導区域では、高崎地域、新町地域で最大３日間の浸水継続が想定されていま

す。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  
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 Ω ṛ χ‭֗τϢϥᴪᴒ ᵗ Ỹӽˢ ˣ 

河川堤防の決壊又は洪水氾濫流により、木造家屋の倒壊のおそれがある区域です。 

本市の居住誘導区域では、該当する地域はありません。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  
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 Ω ṛ χ‭֗τϢϥᴪᴒ ᵗ ỸӽˢᴱḰ ˣ 

洪水時の河岸侵食により、木造･非木造の家屋倒壊のおそれがある区域です。 

本市の居住誘導区域では、該当する地域はありません。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  
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ˢ͎ˣὓᵊṛ χ‭֗ 

   Ỹӽˢὓᵊṛ ˣ 

河川整備の目標となる規模の降雨により河川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレー

ションしたものです。 

本市の居住誘導区域では、新町地域で最大３ｍの浸水が想定されています。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  

 

  



 

59 

ˢ͏ˣὓᵊṛ ϢϤϜ χ‰Μ‭֗ 

   Ỹӽˢ ʿ ᵃᶎ 1/50 ˣ 

１年の間に発生する確率が 1/ 50 程度の降雨により河川が氾濫した場合の浸水の状況をシ

ミュレーションしたものです。 

本市の居住誘導区域では、新町地域で最大３ｍの浸水が想定されています。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯ ῖ ẉό R5Ἢ ᾉ⌠ Ɫ  

ʿᾉḚ Ỹḧψ ‰ ρ αД˔ЌϬ►  
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   Ỹӽˢ ‰ ʿ ᵃᶎ 1/30 ˣ 

１年の間に発生する確率が 1/ 30 程度の降雨により河川が氾濫した場合の浸水の状況をシ

ミュレーションしたものです。 

本市の居住誘導区域では、新町地域で最大 0.5ｍの浸水が想定されています（局所的な浸

水は除く）。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯ ῖ ẉό R5Ἢ ᾉ⌠ Ɫ  
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   Ỹӽˢ‰ ʿ ᵃᶎ 1/10 ˣ 

１年の間に発生する確率が 1/ 10 程度の降雨により河川が氾濫した場合の浸水の状況をシ

ミュレーションしたものです。 

本市の居住誘導区域では、浸水は想定されていません。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯ ῖ ẉό R5Ἢ ᾉ⌠ Ɫ  

 

 

2.2 χзІϼ 

内水氾濫のリスクとは、下水道（雨水）や道路排水等の排水能力を上回る降雨が生じた際に、

排水施設の能力不足や河川の水位上昇によって雨水を排水できないために発生する浸水被害

のことです。 

本市では、この内水を対象として、市民からの情報や職員のパトロールによる情報に基づい

て浸水実績図を作成しており、居住誘導区域を含む市内全域において広く浸水被害の実績を把

握しています。また、下水道（雨水）全体計画区域において想定最大降雨に対する内水浸水想

定区域図を令和７年度公表に向けて作成中です。 
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2.3 ₳←ᵲχзІϼ 

国及び群馬県では、土砂災害のおそれのある箇所を抽出し、災害レッドゾーン（土砂災害特

別警戒区域、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域）、災害イエローゾーン（土砂災害警戒

区域）を定めています。 

本市の居住誘導区域では、災害レッドゾーン及びイエローゾーンはありません。 

 

 
Ɫ ʿ⁯   

ʿ ᴷ ΚϤˢ ρẄχ π ꜘʿ ₳←ᵲὕᵞỸӽΥԁ ᴞπʺ ₳←ᵲ ὕᵞỸӽΥԁ ˣ  
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2.4 ṛ  

大規模盛土造成地は、宅地造成を行った中で、谷や沢を埋めた盛土の面積が 3,000 ㎡以上の

造成地、もしくは造成を行う前の地盤の勾配が 20°以上かつ盛土の高さが５ｍ以上の腹付け

盛土をした造成地を指します。 

本市の居住誘導区域には、該当する土地はありません。 

 

 

 
Ɫ ʿR5⁯  

 

2.5 ← θϛ  

防災重点ため池とは「決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、人的被害を与

えるおそれのあるため池」と定義されたもので、本市では市民の防災意識の向上を目的に所在

地、貯水量等をホームページ上に示して周知をしています。 

本市の居住誘導区域には、該当するため池はありませんが、大地震発生時などため池の堤防

が損壊した場合は、箕郷地域、吉井地域で居住誘導区域内に 30 ㎝に満たない浸水のおそれが

あります。 
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2.6 ←ʾᾚ←ϘκξΨϤτΰΪθᴿ  

居住誘導区域では、洪水や内水による浸水、土砂災害等の災害リスクが想定されます。防災・

減災に向けた課題を、下図のとおり災害が想定される地域ごとに整理します。 

なお、新町地域は、ほぼ全域が洪水浸水想定区域に含まれているものの、次頁以降で示して

いる災害リスクへの取り組みを進めていることから、居住誘導区域は維持していきます。また、

その他の地域で浸水のおそれがある箇所は、河川付近に限定され、垂直避難等による回避が可

能であることから、新町地域同様に居住誘導区域を維持します。 

 

↔≤─ ה ⌐ ↑√  
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͏ ←ϘκξΨϤχ︡  

3.1 χ︡  

災害リスクの分析を踏まえ、防災まちづくりの取組方針を、「避難関連施設の整備」「公共施

設等の整備」「防災教育・防災訓練の実施」「ハザードに関する周知」の４つとします。取組方

針に基づき、居住誘導区域において災害リスクの低減・回避を図ります。 

 

↔≤─ ╕∟≠ↄ╡─ ⌂ ╡ ╖ 
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3.2 ӽχ︡Ϥ ϙρзІϼ ᴣ 

ˢ͍ˣ ӽτΣΪϥ←ᵲзІϼϒχ︡Ϥ ϙ 

 ӽМЃ˔ЖЫАФ 

想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を示して

います。（国及び群馬県が公表） 

 

 
 

 ᴎ◕ρχ ὀ 

洪水発生時等において、隣接する藤岡市の避難所（洪水浸水想定区域に含まれない）へ避

難できるよう、藤岡市と覚書を締結しています。 

 

├χᾁ  

避難経路の渋滞解消のため、群馬県と連携し、新町地域の渋滞対策を検討します。 

 

 Ỹᵊ ⱧỘχ  

土地区画整理事業を推進し、道路拡幅による避難経路の確保を図ります。 
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 ☼ χ  

災害対策車と同等の排水能力を持ち、設定水位を感知し、自動で稼働する常設型のポンプ

施設を整備し、浸水被害の軽減を図ります。 

 

 ᴞ ˢ֗ ˣ ὓᵊχ  

下水道（雨水）整備計画に基づく整備を進め台風や大雨時の浸水被害の軽減を図ります。 

 

 ︠ χ ← ├χ  

新町地域は自主防災組織の組織率 100％であり今後も住民主体の防災対策を推進します。 

 

ˢ͎ˣ‰≤◕χ σ︡ Ⱨ  

 ←ϯз˔Зχ  

洪水等災害時の避難場所として、避難スロープや屋上ヘリポート、停電対応型の空調設備

などの防災設備を備えた体育館を整備しました。 

 

 
̞֗ Ϟ←ᵲṛ τᴂαο͎ᵬӟ ϒ βϥάρρσϥ◙  

 

 ←ᵲẎ Щ˔Еχ  

消防団詰所や支所など新町全域にわたって災害救助用ボートを配備し、訓練等を実施する

ことで、水害発生時の救助活動に備えます。 
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（３） ӽτΣΪϥ ᵬ ᵲзІϼ ᴣ 

 ᵬ ᵲзІϼ 

群馬県が新町地域における多段階降雨の水害リスクの分析を行った結果は下図のとおり

です。 
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ᶮ˧ ┴

ὑ Ὶ͙ ὑ ӢḢ
ὑ

̭ ⅛ʤ ὡ ̭

ʴ ⅛ʣ ḉ ᶥ Ҳ ⱳ

Ӣѝ

ḉ ᶥ ʥӦѝ ὑ ʝ ⱳ
Ӳὑ ʝ ֓

Ӣѝ

ᾱ̮ ᾚӢḢК ┴

ʴ

ρ
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 ‰ ὺ ρχẸיּ Ὣ 

洪水時において、地域住民が緊急的に避難できるよう、高層建物（浸水深よりも高い階層

を有する建物）所有者と災害時における施設の一時利用に関する協定を締結しています。 

 

─  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ʝ Ӳὑ
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͐ ︡Ϥ ϙẉόІϾЅв˔и 

 

防災まちづくりの取組方針に基づく取組内容及びスケジュールを、以下に示すとおりに設定

します。 

ꜟכꜙ☺◔☻┘ 1/2  

֝

 

 

ᾍ  
֝ Кὦ 

ὕ  

ʺ̱ 
ὕ  ᾍ ὡ 

 

₴ 

ʴ  

10 ₴  

 

20 ₴  
 
К  

 

ᶽ  

ὡ 

ρ 

̭  

ṑ ρ 

ʹ  

⁸ 

 
     

ᾚ ρ

 
      

ὡӲὑ

 

ḉ ḹ ʝ ḹ

ʴ ḹ  

      

Џ
В

ρ 

̭  

ρ ͪЋ ῇᾍ

 ᶮ

 

 
 

    

ᾍ        

′ ρ  

Ḵ ρ ѹ  
      

′

ρ ѹᶽ ҧ  
ᶮ       

 

⁸ 

      

ʤ ρ 

℅  
      

ρ       

ὕ

 

̭  

ʺ  

⁸ 

      

᷂Ḣ        

ὕ        

Ҳ ̸ ͝  
      

ⅎḢ        

ѫ ͪ

̸ ͝  
      

↔ ̝

ὕ  
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ꜟכꜙ☺◔☻┘ 2/2  

֝

 

 

ᾍ  
֝ Кὦ 

ὕ  

ʺ̱ 
ὕ  ᾍ ὡ 

 

₴ 

ʴ  

10 ₴  

 

20 ₴  
 
К  

 

ᶽ  

ὡ 

ק

 

̭  

Ḹ ͬ ▌ӓ Ḍ

Ḹ ͬ

Ӿ Ḍ ̬ ′

 

⁸ 

 
     

̸ ק        

К ὑӢḢᶫ ̸ Џ

 
      

ᶥ  ᾴї ҿף ᷂ ᾚ       
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͑ ὓᵊχ Ḛ  

 

本指針に基づく施策の効果を把握するために、次の目標を設定します。 

 

≤  

 
 

₴↓ 
 

ρ ᾍ Ϲ  
91.5% 

R  
ҟ  

ᾍ ḹ ᾍ 10  
60.0% 

R  
ὕ ҟ  

ʺ  
80.2% 

R  
ҟ  

ὡ Ḹ ͬ LINE Ҋ  ֻ
3.8% 

R  
Ҋֻ ҟ  

̞ ‰≤◕⁯ ế ᴟ ӽὓᵊρ ›Ϭ Ϥ  


